
事業所名　安威ぽっぽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 作成日　　平成24年6月28日

【目標達成計画】

1 2
利用者が地域と繋がりな
がら暮らし続けられるよ

うにする。

地域の交流会やいきいき
サロン等に参加したり、
ボランティアを受け入れ
ていく。

6ヶ月

2 10

利用者や家族が意見、要
望を事業所、並びに外部
へ表せる機会を設け、運

営に反映させる。

家族の要望、その対応を
記録に残す。茨木市民生
活部介護保険課、大阪府
国民健康保険団体連合会
の苦情窓口を明記する。

6ヶ月

3 33

重度化した場合や、終末
期のあり方について本
人、家族と充分話し合い
し、方針を共有する。

終末期支援のあり方に
ついて、かかりつけ
医、医療機関との連携
を得る。指針作りと、
体制を整備する。

6ヶ月

4 35

火災や地震等の災害時
に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職
員が身につける。

様々な場合を想定した日
常的訓練を取り入れる。
地域の方々の協力を得
る。備蓄品の整備をす
る。

6ヶ月

5 49
一人ひとりの希望に添っ
て外出支援ができる。

日常的に地域を散歩す
る。要望に応じて、買い
物や食事に出掛ける。

6ヶ月

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成
に要する
期間

重度化や終末期に向けて方
針が具体化されていない。

災害対策を充実させる。

外出支援を充実させる。

（別紙２）

現状における問題点、課題

地域の自治会に入っている
が、開所1年を経てまだま
だ、地域との繋がりが出来

ていない。

利用者や家族の意見を運営
に反映する機会を設けてい

ない。
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２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた具体的
な取組み内容


